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• 経歴

– 2014年6月からNICTに出向

• 出身母体は日立/アラクサラネットワークス

–アラクサラではルータ/スイッチの開発に従事

• 歴代のルータ/スイッチの開発を担当
GR2000、GR/GS4000、AXシリーズ、小型スイッチの一
部を除きほとんど全製品に関与（特にGSはJGN2時代
にコアスイッチとして採用されていました）

– NICTではネットワークに関する研究を担当

自己紹介
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自己紹介
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IoTデータエクスチェンジに関して

さまざまな⼤学の先⽣と研究に関する意⾒交換をさせていただきました。
・東京⼤学 ・高知工科⼤学 ・愛媛⼤学
・静岡県⽴⼤学 ・岩⼿県⽴⼤学 ・香川⼤学

9月にはシンポジウムでも講演・パネルディスカッションにも
参加させていただきました。

↓ ↓
第９回 防災情報シンポジウム（静岡県⽴⼤学）
「テストベッドにおけるIoTデータエクス
チェンジの仕組みづくりと災害時の活用に
ついて」

多くの⽅々と交流をはかって研究の
アイデア・ヒントをたくさんいただきました
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• 「IoTデータエクスチェンジ」の研究

– IoTデータを、異なるプラットフォーム間で交換す
る仕組みづくり

NICTの取り組み
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なぜこういう仕組みが必要か？

何をできるようにしたいのか？



• IoTが「流行り」

�センサデバイスなどのIoTデータを用いたサービ
スが広く提供されるようになってきた

• 多くのIoTシステムが稼働

�現状ではIoTデータは独自のサービスにのみ使う

ことが多く、他者とデータ交換して活用する取り組
みはまだ多くない

• 複数種類のデータを組み合わせて新しい
サービスを作り出すことも行われている

�組織やIoTシステムの壁を越えてデータを相互交
換する必要性は今後高まるはず

「IoTデータエクスチェンジ」はなぜ必要なのか？
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「組織やIoTシステムの壁を越えて
データを相互交換する」ためには

どういう課題があるのか？



1. IoTシステム毎に、データ書式やデータ交換手
順が異なる
�複数のIoTシステム間でデータ交換しようとしても、簡

単には繋がらないしデータ交換できない

– 書式(例)：テキストの羅列、csv、JSON、...
手順(例)：http、mqtt、などのプロトコル

2. データの属性情報が多種多様
�データ属性として、内容を表す名前(トピック)に着目

�名前の表現方法が統一されていないので、
名前が同じでも、同種のデータとは限らない

名前が異なっても、同種のデータかもしれない

– (例)：「気温」→屋外/室内、補正有無、....
(例)：「気温」、「温度」、「temp」、....

課題は何？
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• 書式や交換手順、データを表す名前の表現
は多種多様で、統一するのは無理

• 統一されていなくてもデータ交換できるように
するための仕組みをJGNの上に作り、広くご
利用いただきたい

やりたいこと
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IoTシステムA

IoTシステムB

IoTシステムC

IoTデータエクスチェンジ
ゲート
ウェイ

ゲート
ウェイ

ゲート
ウェイ



どういうことを実現したいか？
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各種コンテンツや
地域のサービス気温、⽇射量

気象、降⾬量、地震情報 防災、減災活動

医療情報 医療情報の
電子化

それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれのIoTシステムはシステムはシステムはシステムは
独立稼働し、データ交換独立稼働し、データ交換独立稼働し、データ交換独立稼働し、データ交換/

共有はしていない共有はしていない共有はしていない共有はしていない



どういうことを実現したいか？
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各種コンテンツや
地域のサービス気温、⽇射量

気象、降⾬量、地震情報 防災、減災活動

医療情報 医療情報の
電子化

IoTデータエクスチェンジ ゲート
ウェイ

ゲート
ウェイ

ゲート
ウェイ

IoTシステム間でデータをシステム間でデータをシステム間でデータをシステム間でデータを
交換交換交換交換/共有することで、新共有することで、新共有することで、新共有することで、新

たな付加価値を作り出せたな付加価値を作り出せたな付加価値を作り出せたな付加価値を作り出せ
るるるる

付加価値
病院間を跨った
医療活動

付加価値
広域で連携した
防災、減災活動

付加価値
隣接地域で

連携したサービス



• 今年度

–データ交換のための基本的な仕組みづくり

• トピック指定で該当データを引き出す仕組み

–特定の先行ユーザ様にご利用いただき、実際に
データ交換する

• 次年度以降

– トピック情報管理の高度化

曖昧なキーワード指定で適切なトピックのデータ
を引き出すための支援機能

取り組み
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参加研究者・機関の数
（H23年4月よりH28年3月末まで合計数）

NICT総合テストベッド

～技術実証と社会実証の一体的な推進～

NICTでは、IoT技術など最先端のICT技術に関する実証を支援するため、これまでのJGNのネットワークに様々な
テストベッドを連携させた「総合テストベッド」を構築・運営していきます。
「総合テストベッド」においては、超高速研究開発ネットワーク（JGN）、大規模エミュレーション基盤

（StarBED）、大規模センサー・クラウド基盤（JOSE） 、広域SDNテストベッド（RISE）の4種類のテストベッ
ドを⾃由に組み合わせて利用することが可能です。また、ビッグデータ蓄積・解析基盤（M2Mデータセンタ）、無線
通信検証環境（Wi-SUN）等のNICTテストベッドとの連携利用も可能です。

国内・海外における実証環境の構築を支援
超高速研究開発ネットワーク

「JGN」

百万台レベルのエミュレーション
大規模エミュレーション基盤

「StarBED」

大規模IoTサービス実証
大規模センサー・クラウド基盤

「JOSE」

自由な実験ネットワーク環境を提供
広域SDNテストベッド

「RISE」

NICT各種テストベッドと連携可能
�M2Mデータセンタ （ビッグデータ蓄積・解析基盤）
�Wi-SUN （無線通信検証環境）

SINET5

海外回線海外回線

JGN StarBED
参加研究者数 1,173 862
参加研究機関数 315 368
・大学、高専 141 107
・企業等 98 147
・政府系機関、自治体 56 102
・海外研究機関 15 6
・その他（協議会など） 5 6

総合テストベッドは、広く産学官にも開放し、
タイムリーなアプリ開発等、利活⽤を促進。
海外の研究機関とのネットワーク接続等も整備
し、国際共同研究・連携や国際展開を推進。
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• 『校区のお天気』プロジェクト(JGNユーザ)
– 愛媛大学 都築先生

– 松山市内の小学校に設置したセンサーから集めた気
象情報を、市内の小中学校の教材として提供

– センサーは松山市内に自前で設置、JGNを利用して
データ収集と可視化処理を実施

• 広島の気象センサ(JOSE設備)
– 広島市内の公共施設の一部に、JOSEの気象セン

サーを設置
– データはJOSEのサーバに蓄積

⇒広島の気象センサーデータを、『校区のお天気』
プロジェクトで活用するご要望あり
– 気象情報が見える範囲を広げたいという要望気象情報が見える範囲を広げたいという要望気象情報が見える範囲を広げたいという要望気象情報が見える範囲を広げたいという要望
⇒⇒⇒⇒対岸の広島のデータが欲しい対岸の広島のデータが欲しい対岸の広島のデータが欲しい対岸の広島のデータが欲しい

ユーザの事例
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ユーザの事例

17

気象データ、太陽光発電量
データやセンサーの情報等

のビッグデータ

データ蓄積

可視化処理

プロジェクトリーダー
愛媛⼤学 JGN 仮想化サービス

（仮想マシン・ストレージ）

JGN環境に蓄積したビッグデータを
仮想マシンで可視化処理を実施

収集したビッグデータをJGNの仮想マシンで可視化（コンテンツ
化）して小学校の授業実際に活⽤。地域コンテンツやサービスと
して地域・社会に還元。

収集したビッグデータをJGNの仮想マシンで可視化（コンテンツ
化）して小学校の授業実際に活⽤。地域コンテンツやサービスと
して地域・社会に還元。教育コンテンツ

（実際の画面）
各種コンテンツや
地域のサービス
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広島の気象センサ

IoTデータエクスチェンジ

JGNユーザのデータと
JOSEのセンサーデータの
スムーズな連携が可能！

JOSE（広島）の
気象センサーのデータ

愛媛⼤学（都築先⽣）の
気象センサーのデータ



• 「IoTデータエクスチェンジ」が稼働開始したら
広くご利用頂きたいと考えています。

• 研究のための基盤としてご利用いただき、そ
こから新たな知見を得るため一緒に研究しま
しょう。

おわりに
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ネットワークや仮想マシン等のインフラ提供
だけでなく、みなさまと一緒にNICTも研究を

させていただけますと幸いです！
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どうもありがとうございました。


